












令和 5年 度 第 1回竹園学園コミュニティ・ スクール 推進会議

日時 :令和 5年 6月 9日 (金 )

10:00～

場所 :竹 園東 中学校  図書室

次    第

1 開  会

2 選 任 通知 書交 付

3 挨 拶

4 説 明事 項

つ くば市 の コ ミュニテ ィ・ ス クール導 入 につ いて

5 座 長・ 副 座長 の選 出

6 協  議

(1)学校運営の基本方針について

(2)各 学校の教育活動の事例の紹介

(3)熟 議 「世界に羽ばた く児童生徒の育成のためにできること」

(4)そ の他

・ コミュニティ・スクール推進会議の今後の予定について

7 閉  会
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H別  441Xhユf小学校開1蕪411真 1束小学校より分湾催)

1114 丈部省「国際丁J税キのための活」lメ こlナ する言Π査研究J指定校

I1410文出争省指定「国際I里角イのための活動に関する訓杏,F究校J研究発表会

HTl 文部省帰IJ l」・女教育受人権 li地域指定協力校

攻城県教育委員会「多様な指単方法の,眈」,院指定校

H1011第→回聞束ブロック吉楽教育υV七大会授業公開

文常L刊孝t省「姑佳的ネットフークモデル地域事業」指定校(～ H lb)

・メ百工1吾勃(1～ 6年生)開始

4↓ li ll,オ 教育開始

5,6年Jl数令貯日l壬制導入 文¬幹1学省保(吼津1削 i lll旨 定校

文割奸鳩圭省「I寺別支援数 lll侑生体lil+:業 〕1膨こ校

よ116J 文¬年斗学省「儡lfl・ クト国ブ、児童生徒とよに,とめる教古のに|1妹 十

1r業‖指定校

日立↑1学 肘1勿難坑波実験11物
「
¬1植物際|を 利用した学校教育の

あり方に関する実賦砂F究J指定校

文部科学省「ネットワークlFL信 」ンテシツ活用|に進事業J指定校

つくば市教育つT究 会(国語令|)研究指定校

442 406 848
HIい Hつ くば 市教育 ,「 究会指定校公愕H授業 (座 語 ↑|)

Hピ 011攻城県数学教育p卜究会後期,「 究大会l′ 業公開
Hゼ 11小 中 ‐貫教育開始新険台6教室増第,春1上緑化
112110第 35旧金田ホ教育工学けF究 協i子こ会仝田大会攻城つく|ま 大会

授業4ヽ旧1
H221つ くば市教育委員会指定「小 キiユ貫教育のlll「 究J(～ H23)
H231つ くば市教育委員会「小中一貫教育の研究J指定校 (～ H21)

つくば市教育委員会「幼保小連携教育J岳定校
H2311小 中 ^貰教育,F究 つくtJ市 大会れ)F究 指定校
H24Hつくば市教育委Ⅲl会指定小中一貫教育,Fttlll進 校研究発表会
Hツ 511第 8“I小 IⅢ 一貫教育全国リミッ|ヽ 11ょ つくば授業公開校
Hゼ 61 文都市学省干H査 研究事業学「校評miの強化・充実に向けた

'こ″t研 究」
H2611第 28い1関束叩信|は 地区中学校理牟1教 育,F究会授業公開
H2T ll!l世 紀の学びを変える I(ど Tを活用した小中 一貫教育研究大

会ほ業公開
H989 年60回ブ(1茂 県,と主生市[科■

'「

究作「イ,llつくt=i,lFデ イ学肢生 1受 黄
H望 812つくば巾サイエンスキッズ1ジ ーグ2016「 金貨J受賞
H301 小学校ブ●グラミング教育推進事業脇力校
H3011つ くば f,数 古委員会指定小中 一貰教育11進校ll究 発大会
Rll 茨城県理ド1数 古担任制モデル校
RIF  つくば市】圭境かるた大会4連

'・ ザl

6 291 263  言+554>

術教育

キャリア教育

心豊かにかかわりあう

翻

鰯

情報教育

学校健康教育

やり遂げることができる
児童生徒
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竹園西小学校
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竹西幼との幼小連1'を 教育開始

国際I里解教育及び帰卜|タトIJ人 児童生,と 教育研究協議会

(国 会 )

児童生徒

.国
際教 環境教育

竹園東小学校

竹園西小学校

竹園東中学校  〒3050032つ くば

〒3050032 つくぱ市竹園 3-13

TEL 029-851-2032  FAX029-8る と-2254

〒305-0032 つくば市竹園2■9-4        ■|

TEL029… 8.51=791FSi―

竹園東小学校
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S・191 4狗 国束小学校開 校 (れ

'F究

学四 m;市 初の小学 校 )

S511文 訂
`台

指 定帰 田 子 女教 育 脇 力校
Sる ツ 2 CAf/ATシ ステム導 入による情 報教 育開始

(H本 で 初めてギtl]]lに コンとュータ導 入 )

6ヽ06全 国教育 システど、工学研究 会つくば大会 1受 業 公 判
1110 1 共佐‖志→}キ及「コ

~(ⅢⅢ
ら/じ 1予 冷及1∴ ti登

1110 8 NHl(学 校音 楽コンクール
「
銀 il J受 責

以後 14年 連続 人賞
IIt1 1文 言L利 学 省「先進 的 ネットiフ ークモデル地 域 事業 J

指定 校 (～ H15),英 iI活 動 (1～ 6イド L)開 始
0市 教育委 員会「総 合的な学習の時 1硼 J研 究 発去 会

小中進」≒教 育開始
TBSこ ども苦楽 コンクー ル最優秀賞 束 日本優 秀演
奏会 IH場 (I115,19～ 21,立 3)

5,6年 生教刊 ,1+f制 導 入
松 下侃聴 党財 団「理 事長賞 J受 賞
優れた読書活 動の実『整にた|す る「文 部科学 大臣
賞 J受 賞

!1lT 10第 21同 時 事通 信社 教 育奨万ウ賞「優秀賞 J/「 文部
科 学 大将i賞 」受賞
41東 幼・竹 保との幼 保小逝 1;与 教 育μH始

H21 小中 貰 教育 開始 ,言 語 教育振 柳!財 Fヨ ,「 究指定 校
I121 8 NHK学 校 占i楽 コンクール

「
金賞 J受 貰

関束 呵
'信

越 コンクール出場
112110第 35回 全 口木教育 i「 学研究 協議 会全国 大会攻 城

つくば 大会授 業公 開
市教委指 定

「
小 中 一責教育の研究 J(～ H23)

IIゼ 之4 言語 教育 振 興阿 ∫』,F tt l― 定 校
11226「 エネブ,ギ ー教育実 l堂 」バ イロット校指定

!1ツ ゼヽ  NIt氏 学校廿楽こヨンクー ll l金 τれ 受質
II,2‖ 全 Hイ(小学校ホーど、ベーデ大賞「茨城県最優務賞J受賞
Hツ 212文 部千J学副大に:主 常1「 学校の情報化に1幻 する怒訂t会 J授 淮

4ヾ 1用

11ツ 31新 校合6数 室増染,大腸光八ネル設置
言語教育振興 ll l口】1り

「究指定 I交

1123 8 flSこ ども:占:楽 ヨンクール・最優芳貨J受賞
I1230つ くば iF・ 筑 i皮 大学・十テテル社地域辿与ι事美モデル校指定
Hゼ 311小 中一貫教育研究つくば市大会研究指定校
Hゼ 411つくば市教育委員会指定小中一貫教育pi究推進校充衣会
H2511第 S田小中 貰教育全駆け ミットヽinつ くば1受 業公開校
Hy6 8 NllK学 校苫楽ヨンクール「金貰J受 14

門束IF信越Jン クール銅賞
rBsこ ごt).1楽 コンクール「最佐秀賞」受賞

H264 文部科学省調査研究事業学「校評価の強化・充実に向けた実l早貞研究J

H2611第 28回関東「ド信越地区中学校IIf封 教育fげ千究会授業公開
H271121世 :紀 の学びを変えるK:Tを活用した小中 ‐

:質教育研究大
会授業公開

H2Sう (iF利 学技術大臣会合 inつ くtず メディア向け授業公開校
112S S NIIK学校苫楽コンクール「金女」受賞

TBSこ ども音楽コンクール「彙優秀貰J受 賞
H298 ′

FSSこ どt)音 楽こ1)クール「最催秀よミ」受賞
I12910攻 I成 県児■FittLrl学 作品打〔「げんでん貝イ団学校女J受賞
H808 XllK学校出

t泰コンクール「金[!J受貨
TBヽこども音楽コンクー

'レ

「最′‐あ貨J受 賞
H3011つ くば市教育委員会指定小中 一貫教育1化 進校研究発表会
lヽ 17  つくば市I段境かるた大会■連覇
kと 思  FBSこ ども音楽ヨンクール「最優秀貨 Jttl,

Rゼ ll「 人'llロ ボットヘッハーと学ぶ最先端遠隔防災教育J ttBH授業

113J:文言隅学省「1』 1■伸長・能ブJ開発を日指す教育課程研究J指定1気～ Hl)
1181つくば市教育委員会(道徳,特活,p諄鵠 定憮～子ID
H91オ文部⌒1学省「牟1学技術庁理↑1数古セン|タ ー校JI旨定校
H10第 1,0回 円束音楽教育,F究 大会授業公開
HH6第 17口門束ブにJック中学校社会牟1教育,「究大会授業公開
H131小中ll lチ七数古開始
HlБ 8難聴学級

「
古空学級Jの設置

H18司 学校図書鮒資源共有化推進ネッ1却フータ事業モデlレ 校
H191つくば市教育委員会(教育譜t社)研ケロ指定憮～ H也 0)

H201文 刊年十学省「学校支援地域本部事業JI儲定校
H213数室棟Ih集

H214小 中 一貫教育開女合

Hゼ 110第 35回 仝日本教育工学,F究 協議会全国大会攻城つくば大会

lく 業公開

独興岳掌:ξ :ξ lと各i;と4!こ:こ手与津!1含す1夏i伊
風A誌声

工学「教育機器利用による学習指導法研タヒJ指定校

触 後好饗鎖妙手身与耳rう1許共写算矛哲薔貯とlR爛い

S561

思594

S tl()1

HEl

島491
S5ど 141

HYど 1 つくは市教育安員会指定 Jヽ イ千 貰教育の研究 J^lD
112311小 中 員数古研究つくば市大会研究指定校
H2410■ 日本 合「昌コンクール令 |〔l大 会銀賞受賞
H2411つくば市教育委員会指定小中 ―貰数古,「 究推進校俳究発表会
H251i第 8口小中 一貫教育全|十1すミットinつ くば〕受業公問校
H26口 第 30回 幡谷教育I辰興ll l団 埋F教育優秀横
HE6 1丈 湘イ1学 省調査研究事業学「校itt thの 強化・充実に向けた実

脱,卜 究ど
I1265中 令医工計測技術振興財仰1教育助成
H2610門 束吉楽研究会 攻城大会 研究演奏発表(〔)年 生)

H2611第 28陣 1関 束r,信越地区中学校増イ1教育研究会授半公開
Hゼ T l1 21世 紀の学びを変える1(ITを活用した小Ⅲ 「‐教育切1究 大

会授業公開
11ツ Sヽ NHK学 校音楽コンクール「金賞J tt rT

HES 10学校情報化先進校認定
H294バ ナソニック教育只ガ1引

'こ

騰研究指定技
11295日 立教育政策,F究 所実践研究校
1180'県南農林事務所緑化事業認定校
HRO!1つ くば市教育委員会指定小中 共教育推進校研究発表会
R,II教室棟新築
kl 12 1Sヽ こど()古 楽」)ク ール

「
最優秀賞 1受賞 年〔」本体 今演奏

会(含 li)出 坊 TEL.029・
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童生徒像

自ら学び続ける児童生徒

f._心豊かにかかわりあう児童生徒 やり遂げることができる児童生徒

主体的 :学び続ける力 創造的:やり遂げる力

【研究テーマ】
主体的・協l動的 。倉」造的な学びと生活の構築

～クリティカルな思者を促進する活動を通してγ
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前 期 (1～ 4学 年 )

。国襟をも って課態を追究する。
・ CTを活用し、楽 tノ <学 心ヽ(

●・伝統や文 1し を大切 |こ し握

`土

を愛する.

・外国語を用いて楽しくコミュニケーショ
ンを劉る。

つくばスタイル科 (ブレゼンテーション) 小中合同学習会 (キ ャリア教育 )

中期 (5～ 7学年 )

・共に学ひ高め合う.

・習得した矢D識 ,技能を生かし自分の

者えを表現する.

・翼なる文イヒや老え方を尊重する豊かな

国際感覚を養う。
・ 日本人としての自覚をもち世界の人ノマ

と親善に努める。

後 期 (809学 年 )

相互 |こ 表現 したことをもとに、自

分の老えを深める t

好毒心をも つて探究する t

対話を取り入れた協働的な学び

。それぞれの個性や立場を苺重しながら

自らの思いや願いを表呪する企

平和のメッセージ (9学年合唱 )

・学級や学校の一員としての自覚をもち ,

互いに協力してよりよい校風を樹立す

る。

′
生徒評議員による学校紹介

外国語活動 つくばスタイル科(国際交流会)

自分たちの学校に必要なルールを
話し合い,つくり上げる活動

ルールメイキングブロジェクト

,SDGsの 視点にたった持続可能な活動
。国際感覚の醸成

服のチカラブロジェクト

タ

ヽ

，・・・ず

=   !ト

自主 実践 倉嘔造
呻

社会カ

協働的 :かかわる力

O教職員の共通理解に基づく計
画的・組織的な交流活動

○ピア・サポート活動による「聴く
スキル」の獲得

O学級活動における話合い活動
の活性化

○「特別の教科道徳」を要とした
道徳性の涵養とよりよい人間関
係を築くための教育活動の実践

O特別支援教育の充実

O竹園スタイルの充実
O問いが生まれる課題設定
O多面的・多角的に考える発間
O学びを自覚する振り返り
O単元を通した学習課題の工夫
OiCT機器の活用による学びの

イノベーションの推進
○学びの連続性を意識し、授業
と家庭学習のシームレスな学
びの充実

○他と協力し、日標を達成する
ことで、成し遂げる喜びや達成
感を実感できる学校行事

O自分で考え、決定するルール
メイキングの実践

○つくばスタイル科を中心とし
たSDGsの視点にたった持続
可能なキャリア教育の充実

○自己有用感を高める効果的な
カリキュラムの実践

<働き方、マネジメント>
・教育課程の工夫による効率化
・関係機関との効果的な連携

<地域>
,地域人材、ボランティアなど、
地域資源を生かした連携強化

<小中一貫教育>
・9年間の計画的、系統的な
カリキュラム編成

「竹園スタイルの学び」を深める授業研究 竹園学国から発信するランタンアートプロジェクト より高い合意形成を目指した話合い活動 1人 1台端末の活用 職場体験報告会 (キャリア教育)
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みんなが幸せを実感できる学回・学校・幼稚回
～自己実現鷲 る学校。みんなで支え合い、みんなが生き生きした学校～

>目指す学校像

ひぴき合い、高め合う楽しい学校
‐  ‐

 I

ヽ 11 」 i
ヽ

やり遂げる児童
|

CI)

>学校経営の重点
1 学校組織マネジメントによる運営
2 勢芹素果ヽ雪分倉瞳
3 周僚‖[のある教師集団づくり

> 「地域とともにある学校」づくりの推進
・コミュニティ・スクールの導入及び推進  ・学校支援ボランティアの有効活用

・プロジェクト型組織による学校目自の潜畦l七   ・学園・学校翻面、教員評価の汚用と教育力の向上
。小中一貫教育の充実  。「教えから学びへ」の転換を図つた授業改善  ・つくば市GIGAスクール構想の推進

・連撫 lヵ窃f動による教育活動の展開  。職員研修の充実による教員の資質能力の向上  ・働き方改革の推進

>組織目標
O 問いをもって追究欧 自分の壱えを発信でき―

づくり
〇 個性の伸長を図りながら、社会的費質や行動んを高める学年 。学級づくり

>目指す月童像

未来をひらき、国際社会で活躍できる児童の育成

>本校の教育目標

自ら学ぴ続ける児童 心豊かに関わり合う児童

まなびプロジェクト こころプロジェクト

個別最適な学びと

1協働的な学びの実堀

○ 「 教えか ら学びへ」の転

換を図 つた授業改善
・竹園スタイルの学びを軸としたク

リティカルな思老を促進する活
動の推進

。:ヨ本的な家庭学習の推進
・校内百用彦及び学園

`用

多の充実

O ICT教 育の推進
・ ICT機器を効果的に活用 |ジた授

業の構築と実践
・う勘 堆疵脳用するための支援
。コ人コ台端末を活用したシームレ
ス教育の推進

【数値目標】

自分から進んで学習課題を解決している

(85%)〔R4年度回答82%〕

コンピュータを使った援業は分かりやす

い 00%)〔融 9支回答88%〕

一人一人の教育的ニーズ

に応した指導の充実

○ 自立と社会参加に向けた

特別支援教育の推進
・コーディネーターを中,と`コlと した全

教職員の取組による校内支l潮本市l

の3餌ヒ
・特別支援学級。通級指苺教室にお

ける指喜及び通常の学級における

子韓

○ 外国人児童等の多様性ヘ

の対廠
。日馬 計雛 での授業の充実
。日本語指導教員と在籍当級担任と
の綿密な連携

l数値目標】

学校は、子供の気持ちに寄り添し

ら教育活動に当たっている

020/0)〔 R4年度回答94%〕

先生は自分を認め、婆めてくれる

(870/o)R4年度回答82%,

なヽが

あんしんプロジェクト

安Jいで健やかな

学校生活の構築

O 安,bな生活基盤の構築
。基本的な釘舌習慣の推進
・情報の共有によるいじめ、不豊校
等へ噸 丁寧な対応

・教罰目言炎フト市」σガ貪干罵
・児童のlと`Jlに響く道徳科の授業実践

○ 健康・安全に関する自己

管理能海の育成
。こ義望鋳命と連携したlttT建孝女育の充

実
・安全教育の推進と環境の整備
・体力の向上を目指す体育授業の改

善
・休み時Pロロのタト遊びの励行

【数値目標】
きまりを守って生活している
195%)〔 R4年度回答9400'

安全に気を付けて生l舌 している
(9500)〔R4年度回答9肋 :

わかたけプロジェクト

互いに認め合い

高め合う集団づくり

○ 認め合 う学級集団づくり
。
「 齢∩召易所」となる学級づくりと
互いに認め合う人間関係づくり

。学級や学校空苦をよりよくするた
めの話合い活動の充実

・係活動や委員会活動、実行委員会
洒動の充実

・児童が自己決定する場の確保

O 異学年月童による関わり

合いの推進
・異学年児童班「たてわり班」での

交流による温かな集団づくり
,l氏学年を中心とした保幼をヽ連携事
業「わかたけ会Jの推進

【数値回標】
,学校が楽しい

193挑 )lR4年度回答88%〕

・友達のよさや頑張りを見付けている
(9200)m4年度回答87%〕

ホームページや各種通信によ0盾報発信



2023(令不□5)年度竹園学園つくば市立竹園西小学校グランドデザイン

※PBL学召とは
Prolect Based Learning
の側各
課題解決に向けたプロジェ
ク トを設定し、チームで堀
童生徒自らが調べ、者え、
議論し、問題を解決してい
く学習のこと

【茨効県】
すべての子どもの可能
性を3き出す活力ある
学校づくり
知徳体の育成

一人ひと
【つく

・児童自身が善え、決建したことは実行する。   |
〇つくばスタィル科での学びを発信する。 (※PBL学習)

。課題発見⇒協鋤解決⇒STEAMの力→相手慧議、
【数値自標】新しい著えに気付くことができる。

る 。〇他者と協力
〇

目的憲講をもっ
90%(F眸 864%)

「 t〕園スタイルの学び」による授業改善
。間いから課題を生み出す
。期話が生まれる発間

・ クリティカルな用者を生み出す活動
・ ICT活用と教科の見方 。考え方の視点からの振り返り

0単元を通した探究的な学びと見取り
。単元を通して島に付けたい3つの資質能力 (ゴール)の明確化
。新たにチャレンジできる課題の準備

・ ICT。 新聞 。本の積極的活用
【数値目標】自分の者えを相手に分かるように伝えられる35%(798961

クリティカルな=甲ぃ者を促進する授業展開     90%1765%)

考える

O

O間違いや失敗から学べる学級経営
・ 聴き合い、「教えて」と言える
。よしヽこととして認め合う場の設定

・ スモール・ステップの目標づくりと成功体験にうながる支援
0自他共に異なる意見や多様性の尊重
・ 話合い活動の位置付け
・ 縦割り班活動での異学年交流・ 居住地校交流におけ

0いしめの末然HO止

あたたかい
あいさつ。言葉

る体験

児童 、ヽによる課題解決のための話含し 合意形成、意J甲ぃ決定
【数値目標】 ら自分か 進ん し つ し し 90%であ さヽ を て るヽ

つさやがんば反達のよ をみ けてしヽるり

し して も し とこ

ら進んで相手に伝わるあι

09年間の系統表に基づく指導改善
09年間の学びの蓄積・ つながりを踏まえたキャリア教育
・ lCT、 「いばらきキャリア・ パスポート」の活用

O学園企画会 。研修会での「クリティカルな思者」理解の深化
0学園保健委員会での共通課題とその対策
O想定外を想定した避難訓練の実施
【数値目標】9年間の学びの連続性を意識している1∞%(88.2%)

0自己のもつ曾B力や可能性の伸長
・ 一人一人の教育的三―ズの子巴握 。情報共有

〇ユニパーサルデザインの視点による授業・ 環境づくり
0保幼小中及び関係機関等との連携
・ l固別の指導計画・ 個別の教育支援計画の作成と活用
・保護者との定期的な面談の実施
【数t直目標】心配なことがあったら相談できる   100%(94.1%)

0学ぴ続ける  0人 間性豊か、使命感をもつ 0他者と協働し目標の具現化を図る

0みんなが生き生き支え含える 0安全・安心で居,b地がいい 0信頼できる

0コミュニティ・ スクールでのビジョンの共有、地域との連携・ 協働
〇スクエルカウンセラー・ スクールツーシャルワーカーとの協力体制

ンティ 」ス e活用

【数臆目標】 70%(58.8。/。l

0週 2日 5時間の週時程・ l月重と向き合う時間の確保
0得意な分野で学校運自参画意識の向上
・ 教職員との対話(戯きやすさX画きがい)で幸福度アップ

45 90%(30%)

□休み時間はからだを動かしている     児童71.6%(R373..8%)保 護者83.1%(79..20/。 l 教職員794%(667%)
□自分の考えを相手に分かるように伝えられる 児童79.8%(322%)   保護者74.1%(71.3%) 教職員85.3%(97,0%)
ロクリティカルな悪者を生み出す授業展開をしている 教職員76.5%(69.7。/。 )

□地域の資源や人材を活用している         教職員58.8%(39。3%)
□昨年度より、動務時間の在校時間が短くなつている 教職員67.6%(96.9%)R5年度時間外勤務時間45時間以内 4月 34.1%5月523%

【本校のよさ】☆授業力向上教職員94,1%(3■8%)演 学校の勉強は分かる 児童96.8%(95.4%)☆学校は楽しい児童91 。3%(94.1%)

【本校の課題】R4年度学校評価アンケート達成肯定評価80%似下の項目

【↑与園学園叡育目標】竹園から世界へ羽ばたく児童生徒の育成
【竹園学園(小中一貫教育)9年間で目指す児童生徒像】CREATIVE TAKEZONO自 主実践創造

自ら学び続ける 。心豊かにかかわりあう 。やり遂げること
役轟期

【乍ケ園西増呼校教育目標】   笑 顔 が い っ ぱ い 楽 しい 学 校

一課題にチ ャレンジ・ よいとこ発見・ つながる喜び―

【6年間で目指す児童l象】自分の者えを表現できる。よさやがんばりが実感できる。目標に向かってやり抜く

けんめい

いっしょ

【校訓】
なかよく (徳 )

かしこく (知 )

たくましく (体 )

創造的 :目標に向かってやり抜く

実行性あるl動き方改革

主体的 :自分の者えを表現できる 協働的 :よさやがんばりが実感できる

学びの連続性を確保する小中一貫教育 自立と社会参加に向けた特別支援教育

目指す教師像

目指す学校像

IF要怠怨學

【研究テーマ】
主体的・協l動 的・ 創造的な学びと生活の構築

―クリティカルな思者を促進する活動を通して一

【組織1目―標】
1 学んだことを基に自分の者え
2 互しヽのよさやがんばりが実感でさ
3 持ち味を生かして協力し合う学校づくり
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太陽への船出
夢、そして未来ヘ

すべての子どもの可能I性を

引き出す活力ある学校づくり

Creative Takezono

竹園から世界へ羽ばたく児童生徒の育成

みんなが幸せを実感できる
学園・学校 。幼稚園

国際社会に貢献できる人間力を育む教育の創造

・主 体 性 を 育 む 教 育 活 動 の 充 実
。人 と 心 豊 か に 関 わ る 力 の 育 成

・ライフワークパランスを重視した働き方改革の推進

教えから

学びヘ
管理から
己決定ヘ

非認知能力の
再認識ヘ

①問いが生まれる課題
設定による主体的な

学びの推進

②仲間との対話による
協働的な学びの推進

③クリティカルな思考を
促す創造的な学びの推
進

④ lCTの効果的な活用
による個別最適な学び
の推進

⑤メンターグループによ
る授業研究

⑥学園合同による相互
授業参観・授業評価

⑦外部人材、地域資源
の積極的な活用

①人と心豊かに関わる力を
育む学校行事の充実

②考え、議論する道徳の授
業の推進

③相手をリスペクトする

気持ちを育てるピア・

サポー ト活動

④自己有用感を高める小
中一貫交流活動

③体験活動やボランティ
ア活動の推進

⑥生徒や保護者の教育的
ニーズに応じた特別支
援教育の充実

⑦人権意識を育てる環境
整備

①自己決定の精神を大切
にした生徒指導

②特別活動の充実と進化

③自分たちの課題を主体
的に解決する学級活動
の活性化 (ル ールメー

キング)

①9年間の連続性を生か
した規範意識の醸成

⑤つくばスタイル科の充
実によるつくば次世代
型スキルの育成

⑥キャリア・パスポート
を活用 したキャリア教
育の充実

⑦自己判断力を育てる防
災教育、交通安全教育
の推進

主体的・協働的・創造的な学びと生活の構築
～クリティカルな思考を促進する活動を通して～

研究主題

○地域、保護者との連携による学校づくり
～コミュニティ・スクールの推進～

O働き方改革の推進による効果的な教育活動の展開



つ くば市コミュニティ・スクール推進会議開催要項

(開催 )

第 1条  教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律 (昭 和 31

年法律第 162号 )第 47条 の 5に規定する学校運営協議会の設置及び運営

に関する検討 を行 うため、指定する小中一貫型小学校・ 中学校 (つ くば市

立小学校、中学校及び義務教育学校管理規則 (昭和 62年つくば市教育委

員会規則第 8号 )第 5条 に規定する小中一貫型小学校 。中学校 及び義務

教育学校において、コミュニティ・スクール推進会議 (以 下 「推進会議」

とい う。)を開催する。

(定義 )

第 2条  この要項において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定

めるところによる。

(1)コ ミュニティ Dス ク~ル  地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第 47条の 5に規定する学校運営協議会をい う。

(2)学 園等´つ くば市立小学校、中学校及び義務教育学校管理規則第 5条

に規定する小中一貫型小学校 。中学校及び義務教育学校をいう。

(検討事項 )

第 3条 推進会議は、次に掲げる事項を検討する。

(1)コ ミュニティ・ スクールの設置及び運営に関する事項

(2)前 号に掲げるもののほか、コミュニティ・ スクールの推進に関 し必要

な事項

(構成)                       ｀

第 4条  推進会議は、学園等ごとに、次に掲げる者の うちから、教育委員会

が選任 した者 30人以内をもつて構成する。    ,



(1)当 該学園等に在籍する児章又は生徒の保護者のうちから、学校長が推

薦する者

(2)学園等の所在する地域の住民のうち から、学校長が推薦する者

(3)各学校長並びにそのイ也の教議員

(4)学識経験者        ・

(5)関係行政機関め職員
'         P

i(6)前各号に掲げる者のほか、教育委員会が適当と認める者

(開催期間)         '

第 5条 推進会議は、学園等ごとにおおむね 1年間開催するるただし、コミ

ュニティ・スタールを設置したときは、その日の前までとするケ。

(座長等)

第 6条 推進会議に座長及び副座長を置く。

2 座長及び副座長は、構成員の互選により定める。

3 副座長は、座長に事故があるときは、座長となる。

(イ庶務).

第 7条 推進会議の庶務は、
1学

園等及び教育局生涯学習推進課において処理

する。

(補則)

第 8条  この要項に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項|は '、

教育委員会が別に定める。

附 則,

この要項は、令和4年 5月 1日 から施行する。









令和 5年 度 第 2回竹園学園コミュニティ・スクール 推進会議

次

日時 :令 和 5年 10月 16日 (月 )

10:00～

場 所 :竹 園東小学校  スマイルルー ム

第

l F銅   会

(1)座長挨拶

(2)学 園長挨拶

2 協  議

(1)竹 園学園の教育活動 について

(2)竹園学園と地域の協働体制作 りについて

3そ の 他

推進会議の今後の予定について

4 閉  会

5 授業参観



番号 委
'届

の区分 氏 名 よみがな 所属・役職 出欠席

5 (2)地域住民 岡本 智周 おかもと ともちか R4竹園東中学校評議員 A

7 (2)地域住民 中嶋 信美 なかじま のぶよし

/.TT囲 票4ヽⅢ'lA含長  ォ著園案中P'4含長
R4竹園東中学校評議員
地域学校協働活動推進員 A

13 (3)各学校長・教耳観員 皆川 正美 みなかわ まさみ 竹園東小学校長 A

18 (3)各学校長・教軸員 大山 英樹 おおやま ひでき 竹園西小学校副校長 A

23 (4)学議経験者 長谷川 聖修 はせ力`わ きよなお 筑波大学体育系名誉教授 A

25 (5)関係行政′騰関の職員 窪庭 隆 く1試こわ たかし 竹園西児童館長
R4竹園西小学校評議員 A

2 (1)児童・生後の保護者 福田 幸寛 も、くだ ゆきひろ 竹園東小PTA会長 B

8 (2)地域住民 今井 健之 いまヽ ヽけんじ 防災士(茨城県防災士協会) B

10 (3)各学校長‐教職員 茂在 哲司 もざい てつじ 竹園東中学校長 B

19 (3)各学校長・教職員 永井 明子 ながい あきこ 竹園西小学校教頭 B

24 (5)関係行政機関の廟員 坂入 善晴 さかいり よし|まる 竹圏東児童館長 B

26 (6)教育委員会が適当と認める差 倉田 慶之 くらた ひろゆき
つく1飾教育長職務代理者
竹四学四地域学校協働活動推進員 B

1 (1)児童・生徒の保護者 福田 博之 ふくだ ひろゆき 竹囲東中学校PTA共 同代表 C

9 (2)地域住民 後藤 秀一 ごとう しゅぅ、ヽち
R4Tr園西小学横評議員
竹園学園地域学校協働活動推進員 C

11 (3)各学校長・教臓員 渡辺 邦広 わたなぺ くにひろ 竹隠l東中学校教頭 C

20 (3)各学校長・教職員 吉村 哲一 よしむら のりかず 竹園西小学校教務主任 C

28 (6)教育委員会が適当と認めるサ旨辻 武晴 つしたけfよる 竹図高等学校長 C

29 (6)教育委員会が適当と認める増 野尻 和子 のじりかずこ 竹1霞l西幼稚園長
R4竹園西小学校評議員 C

6 (2)地域住民 岩村 一代 いわむら かずよ R4竹園東中学校評議員 D

12 (3)各学校長・教瞼員 佐藤 彩子 さとう あやこ 竹園東中学校教務主任 D

15 (3)各学校長・教職員 岡宮 敏 おかみや さとし 竹園東小学校教頭 D

17 (3)各学校長・教職員 柳下 英子 やぎした ひでこ 竹園西小学校長 D

2猛 (4)学識経験者 稲垣 和希 いながき かずき 筑波大学アスレティックテ・アヽ
°―トメント D

27 (6)教育委員会が適当と認める著鈴木 敏一 すずき としいち 元大曽根小学校長
竹園東幼稚回長 D

3 (1)児童・生徒の保護者 松本 祐輔 まつもと ゆうすけ 竹園こどもまつり実行委員長 欠席

4 (1)児童・生徒の保護者 島名 勝利 しまな かつとし 竹園西小学校PTA共同代表 欠席

2″ (4)学識経験者 浜田 博文 はまだ ひろふみ 筑波大学教授 欠席

14 (3)各学校長・教軍はヽ員 田崎 浩美 たさき ひろみ 竹園東小学校教頭 進行

16 (3)各学校長・教職員 小松 有実 こまつ ゆみ 記録

令和5年度 竹園学園コミュニティ・スクール推進会議・協議会

(第 2回 :10月 16日  月曜日)受付名簿

竹園東小学校教務主任



岡本委員

中嶋委員

皆川委員

大山委員

長谷川委員

窪庭委員

副座長 座長 副座長

福田(華)委員

今井委員

茂在委員

永井委員

坂入委員

倉田委員

モニター

PC

記録者席

福田(博)委員

後藤委員

渡辺委員

吉村委員

辻委員

野尻委員

岩村委員

佐藤委員

岡富委員

柳下委員

稲垣委員

鈴木委員

入

　

回

【欠席着】 松本祐輔

島名勝利

浜日博文

竹園こどもまつり実行委員長

竹園西小学校PTA共同代表

筑波大学教授



竹霞学霞だより
竹園東中学校・竹園東小学校・竹園西小学校

竹園学園教育目標 :竹園から世界へ羽ばたく児童生徒の

今和5年 9月 19日

文責 :校長
竹園東中 茂在哲司
竹園東小 者

ヒ
川工美

竹園西小 柳下英子

序

|
成

竹園学園長を務めております竹園東中学校長の茂在哲司 (も ざいてつじ)と 申します。
さて、つくば市ではコミュニティ・スクールを今和7年度にすべての学園で導入する計画を推進しています。

竹園学園では、今和 5年度は準備段階としてのコミュニティ。スクールが開催されました。そして、今和6年
度には、本格的に導入することになりました。コミュニティ・スクールとは、数 保護者、地域の曽さん力ヽ
「どんな子供を育てていくのお池、「そのために学校、保護者、地域がどのように関わっていくのか」等を考え、
矢口患を出し合い、目指す姿を共有しながら協働していくためのしくみです。
竹園東小、竹園西小、竹園東中の各学校の推進委員を中,せに、年3回話合いを実施する予定です。早速、今

年度第 1回 日の話合いを6月 に開催いたしました。話合いの中で、地域に情報を発信することが地域とともに
ある学校づくりの第一歩ではないかということになり、この「竹園学園だより」を発行する運びとなりました。
各学校の様子を感じとっていただき、地域とともに成長していく竹園学園を目指していきたいと思いますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。

☆竹園東小学校☆
<竹園東小学校 合唱部>
本校合唱部が NHК 全国学校音楽コンクールで銅賞に入賞しました。また、

TBSこ ども音楽コンクールでは最優秀賞に輝き、東日本優秀演奏発表会への

出場を手にしました。今後も練習を重ね、さらに上位を目指します。

く読み聞かせ>
I時間目が始まる前、保護者の方々のボランティアによる読み聞かせに

御協力いただいています。本が好きむせ豊かな児童育成を目指しています。

<今後の予定>
10月 7日 (上)竹園こどもまつり

地域窓口担当 教頭 田崎 浩美 花L:029-851-2032メ ール :†chieOi@tkb.ed.jp

☆竹園西小学校☆
<委員会活動の取り組み>

委員会活動では、よりよい学校を目指し5・ 6年生の児童が中ミとなって

活動しています。中央委員会では、「幸せな学校プロジェクト」を立ち上,大

全校児童にアンケー トを取りました。今後の計画に生かす計画です。

<ゆめの木団活動 (縦割活動)>
I年生から6年生の異学年集回で、月 I回みんなで

ゲームをしたり、奉仕作業をしたりしています。

く今後の予定>
。地域に関係ある行事

10月 26日 (木)TAКENISHI体育 dQy(】璽勤会)    ゆめの木団潮 様子

地域窓口担当 副校長 大山 英樹 准L:029-851-7975メ ール :

アンケー ト結果の掲示

☆竹園東中学校☆
<創明祭・50周年記念事業の実施>

9月 8日、H日に創明祭を行いました。実行委員を中鷲に企画 。運営を

行い、クラス企画やステージ発表を行いました。FRられた時間の中で主

体的に取り組み、楽しく学びのある行事となりました。また、本校創立

50周年記念事業の Iつの「フォトモザイク」の完成披露式も行われ、多くの保護者の方が参観されました。
<今後の予定> 10月 7日 (土)竹 園こどもまつり (オーケストラ部の参加)

地域窓口担当 教頭 渡辺 邦広 准L:029-85卜 3467メ ール :十chiJO10tkb.ed.jp



 

会 議 録 

会議の名称 令和６年度第３回竹園学園コミュニティ・スクール推進会議 

開催日時 令和６年２月 14 日（月）開会 10：00 閉会 11：30 

開催場所 つくば市立竹園西小学校 CAI 室 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

中嶋信美、長谷川聖修、窪庭隆、福田幸寛 

坂入善晴、倉田廣之、福田博之、松本祐輔 

野尻和子、岩村一代、稲垣和希、鈴木敏一 

島名勝利、浜田博文 

竹園東中学校：校長 茂在哲司、教頭 渡辺邦広、 

教務主任：佐藤彩子 

竹園東小学校：校長 皆川正美、教頭 田﨑浩美、岡宮敏  

教務主任：小松有実 

竹園西小学校：校長 柳下英子 副校長 大山英樹 

教頭：永井明子 教務主任：吉村哲一 

その他  

事務局 生涯学習推進課長：澤頭由紀子 係長：飯島遊  

社会教育主事：村上和宏 

地域連携教育指導員：小島健 酒井和宏 

 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数    ２人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

「CS 実施に向けた今後の取組と協力体制づくり（地域防災

を含む）」 

会議録署名人 吉村 哲一 確定年月日   年  月  日 



 

会

議

次

第 

１ 開会 
  挨拶 

・鈴木座長より 
・茂在学園長より 

  第２回推進会議の振り返り 
２ 協議 

(1)本年度の教育活動の振り返りと今後に向けて（学校評価から） 
(2)熟議「CS 実施に向けた今後の取組と協働体制づくりについて」 

３ その他 推進会議の今後の予定について 
４ 閉会 

 
 ＜審議内容＞ 
２ 協議 
(1) 竹園学園の教育活動の振り返りについて 
  各校教頭からの報告（学校評価アンケートより） 

竹園東小 → 竹園西小 → 竹園東中 
・家族や友達、先生へのあいさつを自分からできる子に育てたい 
・地域の方へのあいさつの積極性が比較的低い 地域とのつながりに課題 
・地域の行事参加６５％  学校がアンテナを広げ情報発信をする必要が 
ある 

・「学校生活に満足」９割以上 
・「９年間の学びの連続性」をより明確にしていく必要がある 
 （小中・小小・保幼小などの接続を意識できる機会の充実も） 
・地域資源や地域人材について次年度以降もさらなる活用を検討 
・「クリティカルな思考を促す活動」さらなる授業改善を図る必要がある 
・学校ホームページを通してさらに発信していく必要がある 
・「元気に体を動かしている」児童の割合の上昇 
・小学校における教科担任制 わかりやすい授業に向けた研修の必要性に 
ついて 

・発信力、主体性、自治能力を教育活動全体で高めていくこと 
(2) 熟議「CS 実施に向けた今後の取組と協働体制づくりについて」 

・各グループでの熟議３０分間 
・グループごとの発表 

① Ａ班 
防災、通学路の安全、フリースクール 人材の確保 
⇒運動会の中に地域の方が参加できるものなどを入れるなどの工夫 

学校が求める人材の情報を発信していく必要性について 
② Ｂ班 

学校の安全・安心 下校後・災害時⇒地域での防災訓練 
自治会加入率３０％、子供会参加率４０％の現状 
小さなまとまりでの話し合いの場と引継ぎ 



 

児童生徒を介して地域行事をつくる、コンビニ・店との連携 
③ Ｃ班 

防犯・防災が最優先 子どもをどう守るか 
つながりが希薄である地域性の中で個をつなぐ案として地域の防災訓練

の実施（回覧板で周知） 
学校に協力いただける団体の把握 学校の要望を知る機会が必要  

④ Ｄ班 
大震災を想定しての訓練実施・防災マップの確認が必要 
災害の専門家の活用（対策等のアドバイス） 

 児童生徒の防災に関する学びを実際の生活場面に生かす 
 
（柳下委員） 
 ・地域連携防災会議 令和６年３月４日（月）に竹園西小学校で実施予定 
 ・令和７年度つくば市において ICT 教育全国大会を予定 

・竹園学園が代表として研究を全国発信（幼・小・中・高合同） 
３ 今後の予定 
（事務局から） 

令和６年度コミュニティ・スクール協議会 来年度委員の選出等について 
 

４ 閉会 
本日の協議の内容は以上。なお、本日の会議の様子や写真について、つくば市

ホームページへの掲載を予定。 

 



令和 5年度 第 3回竹園学園コ ミュニテ ィ 。スクール 推進会議

同時 :令和 6年 2月 14日 (水 )

10:00～

場所 :竹 園西 小学校  CAI室

次    第

1 開  会

(1)座 長挨拶

(2)学 園長挨拶

2

(1)

(2)

協  議

本年度の教育活動の振 り返 りと今後に向けて (学校評価か ら)

熟議テーマ

「CS実施に向けた今後の取 り組み と協働体制づ くり (地域防災を含む )」

3そ の 他

推進会議の今後の予定について

4 閉  会

5 授業参観



第 3回推進会議 座席表 2024.2. 14

ホヮィトボー ド

副座長 (松本委員) 座長 (鈴木委員) 副座長 (後藤委員)

福田(博)委員  岡宮委員
浜田委員 鈴木委員

松本委員 岩村委員

辻委員

中嶋委員 野尻委員

稲垣委員 柳下委員 田崎委員

佐藤委員

福田(幸〕委員 永井委員 後藤委員 島名委員

長谷川委員 窪庭委員 皆川委員 坂入委員

茂在委員 小松委員
倉田委員 渡辺委員

川村 様 浮頭課長 他 4名
古久保 様

※全員出席の場合です。

人数によつて多少変更となる場合があります。

傍聴席 1 傍聴席 2



会 議 録

会議の名称 竹園学園第 2回 コミュニティ・スクール推進会議

開催 日時 令和 5年 10月 16日 (月 )開会 10:00 閉会 H:30

開催場所 つくば市車竹園東小学校スマイルルーム

事務局 (担 当課 ) 教育局生涯学習推進課

出
　
席
　
者

委員 岡本智周、中嶋信美、長谷川聖修、窪庭隆、福田幸寛、

今井健之、坂入善晴、倉田廣之、福田博之、後藤秀一

辻武晴、野尻和子、岩村一代、稲垣不口希、鈴木敏一

竹園東中学校 :校長 茂在哲司、教頭 渡辺邦広、

教 務 主 任 :佐藤彩子

竹園東小学校 :校長 皆川正美、教頭 田崎浩美、岡宮敏

教 務 主 任 :月 松ヽ有実

竹園西小学校 :校長 柳下英子 副校長 大山英樹

教  頭  :永井明子 教 務 主 任 :吉村哲一

その他

事務局 生涯学習推進課長補佐 :色川純子

社 会 教 育 主 事 :村上和宏

地域連携教育指導員 :小島健 酒井和宏

公開・非公開の別 □公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 0人

非公開の場合はそ

の理由

議題 1.竹園学園教育活動について

2.熱議 「竹園学園と地域の協働体制作りについて」

3.授業参観

会議録署名人 小松 有実 確定年月 日 年  月  日



会

議

次

第

l 開会

2 挨拶

3 第 1回推進会議の振 り返 り

4 協議

(1)竹園学園の教育活動について

(2)熟議 「竹園学園と地域の協働体制作 りについて」

(3)そ の他

5 閉会

6 竹園東小での授業参観

く審議内容 >
6 協議

(1)竹園学園の教育活動について

各校教務主任か らの報告

竹園東小 → 竹園西小 → 竹園東中

(2)熟議「竹区
~司

学園と地域の協働体制作 りについて」

・各グループでの熱議 30分閲
・グループごとの発表

① A班
学校の環境整備等で協力ができないか

地域イベン トヘの参加 いい。自治会等にも情報の周知ができると良い。

② B班
子供たちの発想で動いていけるような仕組みをつくりたい。年を経るとよ

くわかる。

地域・学校などお互いがコミュニケーションを取り合ったり、話合いの場

があったりするとよいのでは。

③ C班
幼小中高がよりよく連携していけるとよい。

④ D班
「つながり」を重視したい。学校の校長・教頭は短期間で変わってしまう

ので、地域を集約する人物として、「リス ト」をうまく活用できないか。即

戦力となる人物、または「市のリス ト」を活用していけると良い。

【質疑応答】
・幼小中高の関係者が一堂に会 して子供たちを育てていけるようになると良

い。高校の職員が、中学校、小学校の授業を参観することができ、とてもよか

った。
・地域とつながりたいと思つているボランティアに対し、その「メリント」を

い 人 い 。  お だけで りがヤ` が



げられる。様々なスポーン団体が地域をつなぐイベン トを行つている。

・竹園地区は、東日本大震災と切つても切れない関係がある。「防災Jは地域ヘ

の切り込み口として最適である。現役区会長などを集めて、どのようなニー

ズを求めているか確かめることも必要では。
・「1次避難場所としての学校」について知る必要がある。
a竹園地区に20年住んでいるが、公務員住宅が整理・統合され、新しく住民

になった人が多く、区会がなくなっている。新しい宅地のところは、区会は

ないので、学校からいろいろな情報を出してもらえるとありがたい。

(4)その他

第 3回コミュニティ・スクール推進会議は令和 6年 2月 14日 (水)10時
から、会場は竹園西小学校を予定。

7 閉会

本日の協議の内容は以上。なお本日の会議の様子や写真について、つくば市ホ

ームページヘの掲載を予定。

この後、 3校時の授業を参観後、解散。


	【会議録】竹園学園コミュニティ・スクール推進会議（第1回）2023.6.9
	【会議資料】竹園学園コミュニティ・スクール推進会議（第1回）2023.6.9
	【会議録】竹園学園コミュニティ・スクール推進会議（第2回）2023.10.16
	【会議資料】竹園学園コミュニティ・スクール推進会議（第2回）2023.10.16
	【会議録】竹園学園コミュニティ・スクール推進会議（第3回）2024.2.14
	【会議資料】竹園学園コミュニティ・スクール推進会議（第3回）2024.2.14

